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障害者に対する支援と障害者自立支援制度

【時間数】
印刷教材授業90時間（四学期4月～5月）

【担当講師】
保科　和久

【学習の目標・内容】
目標
1　障害者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉・介護需要（地域移行や就労の実態を含む）について理解する。
2　障害者福祉制度の発展過程について理解する。
3　相談援助活動において必要となる障害者総合支援法や障害者の福祉・介護にかかる他の法制度等について理解する。
内容
1　障害者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉・介護需要
2　障害者福祉制度の発展過程
3　障害者総合支援法
4　障害者総合支援法における組織及び団体の役割と実際
5　障害者総合支援法における専門職の役割と実際
6　障害者総合支援法における多職種連携、ネットワーキングと実際
7　相談支援事業所等の役割と実際
8　身体障害者福祉法
9　知的障害者福祉法
10　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律
11　発達障害者支援法
12　障害者基本法
13　心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察などに関する
　　法律
14　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
15　障害者の雇用の促進等に関する法律、その他関連制度






【学習のポイント】
現代社会における社会福祉の役割はきわめて重要である。そんな中で高齢者問題は最重要課題となりつつあると言え、加齢による健康状態の変化を「障害」と捉え、それによる生活上の不便を視野に入れると、「障害」問題の重要性は深くて広いと言えるでしょう。この障害者問題に相談・支援のプロとしての社会福祉士には何が出来、何をしなければならず、利用者さんからどんな役割が求められているのでしょう。
そこでまず、現代社会における障害者福祉の歴史や理念の理解につとめましょう。そして、基本である「障害」とは何かを押さえ、今の障害（児）者の実態を各種統計などから読みとる努力をしましょう。そうすることにより、今、何が問題で解決しなければならない事は何かが見えてくるのです。
次に、障害者福祉やその自立に向けての法制度や生活関連の施策を幅広く学びましょう。そこには、命を守ることから教育・労働・所得保障・移動の保障等々、非常に多くの内容が含まれるのです。なぜなら、障害者の自立とは、その人らしく生活するということだからです。
このことを踏まえて、様々な専門職の役割を学び、地域住民との関わりの中で福祉専門職の一つである社会福祉士が相談援助などを通じて何が出来るのか、何をしなければならないかを考えていきましょう。
最後に付け加えておきますと、従来以上に細かい法制度などの理解が求められているので、あわてず丁寧にクリアしていってください。

【主教材】
『新・社会福祉士養成講座⑭　障害者に対する支援と障害者自立支援制度』
（第5版　2015年2月刊行　中央法規出版）

【推薦参考図書】
◎『社会福祉小六法』（ミネルヴァ書房編集部、ミネルヴァ書房）
◎『障害者白書（最新版）』（内閣府）
◎『発達障害白書（最新版）』（日本発達障害連盟編、明石書店）
◎『障害者総合支援法とは…（最新版）』（東京都社会福祉協議会）
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